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◆  北斗市の福田をながめて。
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寺 こ や よ り お 知 ら せ

日時 ：７月２３日（土）

参加費 ：１００円

午後４時からはじまります
（始まる１０分前にはお越し下さい。）

７

梅 花 流 詠 讃 歌

自分を見つめる！！

講員さん随時募集してます！！

毎 週 土 曜 日

午 後 1 時 半

〜

午 後 3 時 半

寺 こ や 坐 禅 塾

広徳寺曹洞宗
慈眼山

お 寺 ニ ュ ー ス

名前が門柱に刻まれました！

シンプルなあなたにいったんリセット！

www.jigenzan.org

梅 花 講 よ り お 知 ら せ

若いお坊さん

たちの歌声に

涙しました…。

◆梅花講は 6 月 16 日

17 日 で 洞 爺 に 一 泊。

全道の講員さんとご詠

歌をお唱えしました。

※ ど な た で も ご参加いただけます。

※ 足を組めない方にはイスをご用意

    しています。
ひ と く ち コ ラ ム

お寺の門柱は末永く
残るもの。寄付を頂
いた方のお名前を門
柱に刻みました。お
盆などでお参りの際
にどうぞご覧下さい。

表 紙の写真ですが、これは先月６月半

ばに撮影されたものです。しかし、

７月に入った今、田んぼの稲はぐんぐん成

長し、写真よりいっそうの緑の輝きを増し

ています。ジャガイモの花は畑一面に白い

花を咲かせ、アジサイの花が彩りを放ちま

す。

※ ご 希 望 の 方 は ま だ 受 け つ け
　 て お り ま す。お 早 め に ご 連
　 絡下さい。
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知 っ て 納 得 。 仏 教 の 話

お霊供膳はいつ下げる？

第１２回   「お霊供膳の話　その４」

朝早く起きて作ったお霊供膳。上げ
てすぐ下げてしまってはなんだか心
ないようだし、かといって長くお供
えしてあればご飯もかぴかぴに乾い
てしまう。いったい、いつ下げれば
いいのでしょう？

基本的には午前中で下げてしまって
かまいません。お坊さんがお参りに
来るときには、お経を読んでからに
しましょう。ですが、「絶対に午前中
までに下げなさい！」というわけで
はありません。仏さんの足が痛くな
らないうちにというふうにも言いま
すが、要するに上げたお霊供膳を何日
も上げっぱなしにしないこと！それを
オススメしているのです。

れいくぜん

お参りが終わった後に ...

第３回   「十六羅漢像」
羅漢さまは、正式には阿羅漢（あらかん）
といい、お釈迦様と同じくらいの悟りの
境地にいたったお坊さんのことです。で
すが、どうぞ敬遠せずに。どの羅漢さま
も思わず親しみをもってしまいそうな、
人間味にあふれた雰囲気のお坊さんばか
りです。来月のお盆のときなど、お寺に
来た際には、手を合わせじっくりお顔を
ご覧になってください。

こ う と く じ 探 検 隊
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じ ゅ う ろ く ら か ん ぞ う

■ 羅漢さまと観音さま

■ いろいろな羅漢さま！

■ 羅漢さまって、どういう人？

■ ひとつひとつにお施主さま

?
◆ 十 六 羅 漢 像

（じゅうろくらか
ん ぞ う）と 三 十
三 観 音 像（さ ん
じ ゅ う さ ん か ん
のんぞう）。

◆ いろんな人がいるように、いろんな羅漢さま

が い ま す。性 格 も い ろ い ろ、表 情 も い ろ い ろ、

年もいろいろ、ポーズもいろいろ。

◆ 仏教の説く真理は一つですが、それを享受す

る 人 間 は 一 様 で は あ り ま せ ん。み ん な 違 っ て み

ん な い い。人 に は そ れ ぞ れ 咲 か せ る べ き 自 分 の

花があります。

本堂左奥には羅漢さまが１６人、そ
のうしろには観音さまが３３人い
らっしゃいます。

お寺にある全てのものは、
誰かが他の誰かのことを
思って布施したものばか
り。什物にはお施主さまが
います。ありがたいですね。

本堂のお釈迦様に向かって左奥。何
があるかご存じですか？思い出そう
とするとなんだ
かぼんやり。うー
ん、何があった
かな？

. . . ツーン

ま、そんなところです。
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喝ッ！


